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８
月
は
、
夏
休
み
や
長
期
休
暇
で
解
放

的
な
気
分
に
な
り
、
身
の
回
り
に
潜
む
危

険
を
忘
れ
が
ち
な
時
期
で
す
。

　

ご
家
庭
で
は
、
お
子
さ
ん
に
連
れ
去
り

防
止
の
合
言
葉
「
つ
・
み
・
き
・
お
・
に
」

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

つ　

い
て
い
か
な
い

　

み　

ん
な
と
、
い
つ
も
い
っ
し
ょ

　

き　

ち
ん
と
、
知
ら
せ
る

　

お　

お
ご
え
で
助
け
を
呼
ぶ

　

に　

げ
る

　

ま
た
、
女
性
が
被
害
と
な
り
や
す
い
、

ひ
っ
た
く
り
や
性
犯
罪
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
内
で
も
振
り
込
め
詐
欺
を
始

め
と
し
た
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
留
守
番
電
話
等
を
活
用
し
、
犯

人
と
の
会
話
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
で

は
、
次
の
「
重
点
項
目
」
を
か
か
げ
、
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

︽
運
動
の
重
点
︾

○
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

○
自
動
車
盗
の
防
止

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

︻
防
衛
大
学
校
一
般
（
前
期
）︼

▼
応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

▼
試
験
日　

［
一
次
］
11
月
５
日
㈯
お
よ

び
６
日
㈰
、［
二
次
］
12
月
６
日
㈫
～
10

日
㈯
ま
で
の
指
定
さ
れ
た
１
日

※�

推
薦
・
総
合
選
抜
・
後
期
試
験
も
あ
り

ま
す
。

︻
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
︼

▼
応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

▼
試
験
日
［
一
次
］
10
月
29
日
㈯
お
よ
び

10
月
30
日
㈰
、［
二
次
］
12
月
14
日
㈬
～

16
日
㈮
ま
で
の
指
定
さ
れ
た
１
日

︻
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生
︼

▼
応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

▼
試
験
日　

［
一
次
］
10
月
15
日
㈯

［
二
次
］
11
月
26
日
㈯
ま
た
は
27
日
㈰

※�

詳
し
く
は
、
安
城
地
域
事
務
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

８
月
６
日
の
広
島
と
９
日
の
長
崎
の
原

爆
の
日
に
と
も
な
い
、
中
央
公
民
館
1
階

ホ
ー
ル
お
よ
び
市
役
所
１
階
西
側
通
路
で

８
月
４
日
㈭
か
ら
「
原
爆
と
人
間
展
」
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。「
あ
の
日
」
か

ら
人
間
が
ど
ん
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た

か
、
そ
し
て
被
爆
者
の
皆
さ
ん
が
「
ふ
た

た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
せ
な
い
」
た
め

に
、
ど
う
生
き
、
ど
う
闘
っ
て
き
た
か
を

示
し
、
今
何
が
で
き
る
か
を
問
い
か
け
て

い
ま
す
。
８
月
18
日
㈭
ま
で
の
展
示
と
な

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

６
月
の
展
示
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
630
羽
の
折
鶴
を
広
島

へ
向
か
う
「
あ
い
ち
平
和
行
進
団
」
に
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数

多
く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
日
本
武
道
館
で

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
そ
の
中
で
正
午
を
合
図
に
１
分
間

の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
市
と
長
崎
市
で
も
毎
年
原

爆
死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈
念
式
が
行

わ
れ
、
広
島
市
で
は
８
月
６
日
午
前
８
時

15
分
、
長
崎
市
で
は
８
月
９
日
午
前
11
時

２
分
に
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の

黙
と
う
を
捧
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や

ご
家
庭
等
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

個
人
事
業
税
の
第
一
期
分
の
納
期
限
は

８
月
31
日
㈬
で
す
。

　

８
月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
銀
行
、
農

協
、
漁
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
代
理
店
の
郵
便
局
を
含
み
ま
す
。）

等
の
金
融
機
関
も
し
く
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
（
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端

末
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
の
店
舗
）

※�

納
付
書
の
納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
ま
た
は
県
税
事
務

所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
に
対

応
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、Pay-easy

な
ら
び
に
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
で
は
領
収
証
書

が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
領
収
証
書
が
必
要

な
人
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座

振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
人
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/zeim

u/

平
成
28
年
度
自
衛
官
募
集

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部�

安
城
地
域

事
務
所　
　
　
　
　

�（
☎
（74）
６
８
９
４
）

原
爆
と
人
間
展

協
働
推
進
課�

協
働
人
権
係

（
☎
（95）
０
１
４
４
）

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

福
祉
課�

保
護
援
護
係（
☎
（95）
０
１
４
９
）

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の
納
税

を
お
忘
れ
な
く

県
西
三
河
県
税
事
務
所

県
民
税
・
事
業
税
第
二
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
５
６
４
（27）
２
７
１
３
）

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動　

８
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬

安
心
安
全
課�

防
犯
交
通
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
☎
（95）
０
１
１
５
）

安
城
警
察
署　
　
　

�（
☎
（76）
０
１
１
０
）
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８
月
１
日
～
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
道
路
を
常
に
広
く
、
美
し

く
、
安
全
に
使
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

道
路
は
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
や
産
業
経
済
、
文
化
活
動
の

基
盤
と
な
る
非
常
に
重
要
な
施
設
で
す
。

　

国
・
県
・
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
広
く
て
美
し
い
道
路
が
保

て
る
よ
う
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
道
路
の

清
掃
を
行
う
な
ど
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
61
年
度
か
ら
、
道
路
の
意

義
・
重
要
性
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
関
心
と

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
８
月

10
日
を
「
道
の
日
」
と
定
め
、
国
民
的
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
が
制
定
さ
れ
た
趣
旨
を
認
識

し
、
今
一
度
、
道
路
の
役
割
な
ど
を
見
直

し
て
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

道
路
に
、
紙
く
ず
や
空
き
缶
等
の
「
ご

み
」
を
捨
て
な
い
。

・�

道
路
を
商
品
置
場
や
作
業
場
と
し
て
使

わ
な
い
。

・�

道
路
に
、
自
動
車
や
自
転
車
、
オ
ー
ト

バ
イ
等
を
放
置
し
な
い
。

・��

敷
地
か
ら
道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木

は
、
敷
地
の
管
理
者
で
剪
定
す
る
。

・�

道
路
に
日
覆
い
等
を
設
置
す
る
場
合
に

は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
る
。

・�

道
路
の
施
設
に
影
響
が
出
る
工
事
を
す

る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
の
承
認
を

受
け
る
。

　

道
路
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
も
の
で

す
。
他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、

広
く
・
美
し
く
・
安
全
で
快
適
に
使
え
る

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

（
公
財
）
矢
作
川
水
源
基
金
は
、
愛
知

県
と
矢
作
川
流
域
内
の
10
市
町
で
、
き
れ

い
で
豊
か
な
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
安
全
な
大

地
造
り
を
願
い
昭
和
53
年
２
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
矢
作
川
流
域
に
は
、
長
野
県
・
岐

阜
県
を
含
め
157
万
人
余
の
人
々
が
生
活
し

て
お
り
、
飲
料
水
を
は
じ
め
と
し
て
、
水

は
私
た
ち
の
生
活
に
は
１
日
も
欠
か
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
水
源
地
域
の
過
疎
化
・
林
業
の

低
迷
等
に
よ
り
課
題
は
多
く
、
そ
の
た
め

に
こ
の
基
金
は
「
緑
豊
か
な
山
林
で
、
き

れ
い
で
安
定
し
た
水
と
災
害
に
強
い
山
」

を
築
い
て
い
く
た
め
、
運
命
共
同
体
の
認

識
の
も
と
、
植
林
や
木
の
育
成
等
山
の
管

理
と
上
下
流
の
交
流
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
上
下
流
交
流
や
基
金
へ
の
寄

付
お
よ
び
賛
助
会
員
へ
の
参
加
と
、
水
と

山
へ
の
関
心
や
感
謝
の
気
持
ち
を
お
持
ち

い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　知立公園に咲き誇る花しょうぶを広く紹介
し、観光宣伝に使用することを主旨に開催さ
れた「知立公園花しょうぶを写す会」の入賞
者が決定しました。
　応募総数316点の作品の中から厳正なる審
査の結果、「推薦」の丹羽祥方さんをはじめ、
次の皆さんが入賞されました。

◎入賞作品展
▶と　き　7月30日㈯～8月11日㈷
▶ところ　中央公民館　1階ロビー
▶問合せ　	観光協会事務局（経済課内　☎83-1111

内線211・212）「推薦」丹羽祥方さんの作品

賞 氏　名（敬称略）
推　薦 丹羽祥方（名古屋市）

特　選 福島宏治（豊田市） 水谷清（豊橋市）

準特選 杉浦秀夫（安城市） 大木知子（豊橋市）

入　選

鈴木啓介（額田郡幸田町） 杉浦勝利（西尾市）

岡田廣子（知立市） 佐藤信夫（知立市）

田井中道夫（刈谷市） 青木純二（知多郡武豊町）

伊藤忠興（名古屋市） 宮地陸夫（知立市）

天野修（高浜市） 戸軽邦明（知立市）

宮嶋靖（豊田市） 大見恭三（豊田市）

斎藤和子（安城市） 大口芳子（刈谷市）

豊川昌利（知多市）

平成28年度 知立公園花しょうぶを写す会入賞者決定

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

「
８
月
10
日
は
道
の
日
」

土
木
課�

管
理
係　
　
（
☎
（95）
０
１
５
５
）

矢
作
川
水
源
基
金
に
参
加
と

関
心
を

（
公
財
）矢
作
川
水
源
基
金
事
務
局

　
　
　
　

�（
☎
０
５
６
４
（23）
２
６
４
５
）

企
画
政
策
課�

政
策
係（
☎
（95）
０
１
１
４
）
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ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
水
道
水
の

臭
い
や
色
と
い
っ
た
衛
生
面
が
問
題
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

原
因
の
多
く
は
、
貯
水
槽
（
受
水
槽
や

高
置
水
槽
等
）
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

年
に
１
回
以
上
は
、
貯
水
槽
内
部
の
清

掃
、破
損
が
な
い
か
ど
う
か
の
点
検
な
ど
、

安
全
な
水
を
利
用
す
る
た
め
に
も
維
持
、

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
貯
水
槽
を
新
規
に
設
置
す
る
と

き
、
廃
止
ま
た
は
管
理
者
等
を
変
更
す
る

と
き
は
忘
れ
ず
に
市
へ
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

在
宅
で
ね
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
、重
度
障
が
い
者
の
人
が
使
用
し
て
い

る
寝
具
の
洗
濯・乾
燥
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

①�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人

②�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要

介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
た
人

③�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

▼
内
容　

掛
け
布
団・敷
き
布
団・毛
布
各

１
枚
の
洗
濯・乾
燥
。（
た
だ
し
、羊
毛
布
団

な
ど
特
殊
な
も
の
は
除
き
ま
す
。ダ
ブ
ル
以

上
の
サ
イ
ズ
に
つい
て
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

同
じ
種
類
の
布
団
は
２
枚
目
以
降
、実
費
負

担
と
な
り
ま
す
。）希
望
者
は
、代
わ
り
の
布

団
を
無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
実
施
日

（
回
収
日
）
８
月
18
日
㈭
・
19
日
㈮

（
配
達
日
）
８
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮

▼
時
間
帯　

午
前
（
８
時
30
分
～
正
午
）・

午
後
（
正
午
～
午
後
３
時
）

※�

時
間
帯
の
指
定
は
午
前
・
午
後
の
み
で

す
。

▼
申
込
み　

８
月
９
日
㈫
ま
で
に
長
寿
介

護
課
へ
。

※�
過
去
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
電

話
で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

※�

次
回
は
11
月
に
実
施
予
定
で
す
。（
詳

細
は
、
広
報
11
月
１
日
号
に
掲
載
予
定

で
す
。）

山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校
高
等
課
程

Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校
高
等
課

程
１
年
生
が
、
６
月
24
日
㈮
に
「
Ｙ
Ｇ
ク

リ
ー
ン
活
動
」
と
し
て
、
知
立
駅
か
ら
学

校
ま
で
の
通
学
路
、
学
校
周
辺
道
路
、
新

田
公
園
、
弘
栄
公
園
、
堀
切
二
号
公
園
、

東
栄
公
園
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー
ン
活
動
」
は
毎
年
行
っ

て
い
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
６

月
に
１
年
生
、
10
月
に
２
年
生
、
11
月
に

３
年
生
が
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
公
園
や
学
校
周
辺
道
路
、

名
鉄
線
路
沿
い
道
路
を
特
に
き
れ
い
に
し

よ
う
と
目
標
を
た
て
て
行
い
ま
し
た
。
各

ク
ラ
ス
は
、
担
当
区
域
に
到
着
す
る
と
、

早
速
、草
取
り
や
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

特
に
名
鉄
線
路
沿
い
道
路
は
背
丈
の
高
い

草
が
た
く
さ
ん
茂
っ
て
い
て
、
取
る
の
が

大
変
で
し
た
が
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
活

動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
別
の
生
徒
は
、
公

園
の
ト
イ
レ
の
便
器
を
き
れ
い
に
な
る
ま

で
磨
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
生
徒

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の
考
え
で

清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

１
時
間
あ
ま
り
の
活
動
時
間
で
し
た

が
、
自
分
た
ち
の
担
当
区
域
が
き
れ
い

に
な
っ
て
、
生
徒
た
ち
は

と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。
知
立
市
の
公
園
や
道

路
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「緑の募金」にご協力ありがとうございました
　4月・5月に家庭・街頭・職場等でご協力いただいた緑の募金は、総額
146万8,148円となりました。
　お寄せいただいた募金は、市内公共施設等への緑化や緑化の啓発活動
に役立たせていただく予定です。また、募金の一部は、国・県の緑化事
業や東日本大震災被災地の森林復興などの支援事業にも活用される予定
です。ご協力ありがとうございました。

（敬称略）

▶問合せ　市緑化推進協議会（都市計画課内　☎95-0157）

募金内訳 協力機関 募金額

家庭募金 町内会（31区） 1,252,858円

街頭募金 ガールスカウト愛知97団 26,559円

職場募金

秋田工業㈱ 富士機械製造㈱

183,218円

㈱エス・エヌ・ビー ミヤマ精工㈱

共和建設工業㈱ 明治電機工業㈱豊田支店

㈱大和電機製作所 ㈱渡辺機械製作所

㈲知立園芸 渡辺工業㈱

中川工業㈱ 知立市職員互助会

日本特殊塗料㈱

篤志募金 市内公共施設 5,513円

募金総額 1,468,148円 知立市水道事業
キャラクター
「みずっち」

貯
水
槽
の
清
掃
・
点
検
は

大
丈
夫
で
す
か
？

水
道
課�

料
金
係　
　
（
☎
（95）
０
１
３
２
）

ふ
と
ん
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

長
寿
介
護
課�

長
寿
係（
☎
（95）
０
１
５
０
）
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講座種目 会場 定員 日程

パソコン講習（初級） 岡崎 20人 土曜日（全15回）［10月～1月］

パソコン講習（中級） 名駅 20人
土曜日（全15回）［10月～2月］
※ パソコンおよびワード・エクセルの基本

操作ができる人

パソコン講習
（お仕事応用） 豊橋 20人 土曜日（全5回）［10月～11月］

調剤薬局事務講習 名駅 40人 土曜日（全7回）［10月～11月］

経理事務講習 名駅 20人 土曜日（全15回）［10月～2月］

介護職員初任者研修
B コース
（介護員養成研修・通信）

金山 20人

火曜日（全17回）［10月～1月］
※ 10月4日～11月8日までの期間で自宅学

習（テキスト学習）が40.5時間可能な人。
やむを得ず全日程出席できない場合上記
とは別の日程で補講が必要となります。

介護職員初任者研修
C コース
（介護員養成研修・通信）

金山 20人

日曜日（全17回）［10月～1月］
※ 10月2日～11月6日までの期間で自宅学

習（テキスト学習）が40.5時間可能な人。
やむを得ず全日程出席できない場合上記
とは別の日程で補講が必要となります。

介護職員初任者研修
E コース
（介護員養成研修・通信）

知立 20人
日曜日（全17回）［10月～1月］
※ 10月2日～11月6日までの期間で自宅学

習（テキスト学習）が40.5時間可能な人。

登録販売者講習 名駅 20人 日曜日（全20回）［10月～3月］

　

母
子
家
庭
の
母
等
の
自
立
を
促
進
す
る

た
め
、
就
職
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い

技
能
や
資
格
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
講
座
種
目
・
会
場
等　

左
表
の
と
お
り

▼
対
象　

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
寡
婦
の
人
で
、
就

業
意
欲
が
あ
り
、
全
日
程
出
席
で
き
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
・

交
通
費
等
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
間　

８
月
19
日
㈮
ま
で

▼
申
込
み　

子
ど
も
課
家
庭
児
童
相
談
室

※�

定
員
を
超
え
て
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

※�

受
講
で
き
る
か
否
か
の
結
果
は
、
９
月

20
日
頃
に
申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※�

募
集
要
領
と
申
込
書
は
、
市
役
所
２
階

家
庭
児
童
相
談
室
で
配
布
し
ま
す
。

　

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
と
は
、
受
験
資
格
を
有

す
る
人
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

に
国
が
行
う
試
験
で
あ
り
、
合
格
し
た
人

に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ

る
も
の
で
す
。
平
成
28
年
度
の
認
定
試
験

は
、
次
の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

１　

受
験
資
格

①�

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
者
ま
た

は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
者

で
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15

歳
以
上
に
な
る
も
の

②�

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
ま

た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
、
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に
達
す
る

者
で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
由
が

あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
も
の

③�

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳
以

上
に
な
る
も
の

④�

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に

な
る
も
の

２　

試
験
科
目

　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語

３　

受
験
案
内　

９
月
９
日
㈮
ま
で
県
教

育
委
員
会
で
配
布

４　

願
書
受
付
期
間

　

８
月
22
日
㈪
～
９
月
９
日
㈮

５　

出
願
方
法

　

受
験
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

６　

試
験
実
施
期
日
等　

10
月
27
日
㈭

　

児
童
扶
養
手
当
、
愛
知
県
遺
児
手
当
、

知
立
市
遺
児
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

８
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬
ま
で
に
手
当
の
受

給
資
格
を
更
新
す
る
手
続
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
８
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
期
限
内
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

更
新
の
手
続
き
に
は
、
自
宅
の
電
気
、

ガ
ス
、水
道
料
の
領
収
書
ま
た
は
検
針
票
、

電
話
料
金
の
領
収
書
な
ど
も
必
要
で
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

必
要
な
手
続
き
の
ご
案
内
は
、
各
手
当

受
給
者
の
皆
さ
ん
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

平
成
28
年
８
月
31
日
ま
で
に
な
って
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
８
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま

す
。
９
月
１
日
以
降
は
新
し
い
保
険
証
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

（福）
愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
５
２
（915）
８
８
６
２

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

国
保
医
療
課�

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

愛
知
県
教
育
委
員
会

（
☎
０
５
２
（954）
６
７
９
０
）

―
ひ
と
り
親
家
庭
の
手
当
を
受

給
中
の
皆
さ
ん
へ
―　

更
新
手

続
（
現
況
届
）
を
忘
れ
ず
に

子
ど
も
課�

児
童
家
庭
係（

☎
（95）
０
１
２
０
）



11 2016. 8. 1

市政トピックス
※問合せは知立市役所

TEL 0566−83−1111（代表）
FAX 0566−83−1141
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
愛
知
県
在
宅
重

度
障
害
者
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
８
月
12
日
㈮
～
９
月

12
日
㈪
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に

所
得
状
況
届
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、�

期
限
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
の
用
紙
は
、
８
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。

▼
訓
練
コ
ー
ス　

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
マ
ク
ロ
／

Ｖ
Ｂ
Ａ
入
門

▼
対
象　

主
に
在
職
中
の
障
が
い
者
の
人

で
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き

る
人

▼
と
き　

９
月
17
日
㈯
・
24
日
㈯　

午
前

９
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校▼
受
講
料　

無
料

▼
定
員　

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

▼
申
込
み　

９
月
９
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
訓
練
コ
ー
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
障
が
い
の
程
度
を

記
入
し
て
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
〒
441
―
１
２
３
１　

豊
川
市
一
宮
町
上

新
切
33
―
14　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
３
３
（93）
６
５�

５
４　

Ｅ
メ
ー
ルnoryokukaihatsuko�

@
pref.aichi.lg.jp

）
へ
。

※�

愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
所
定
の
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

　

碧
海
教
職
員
組
合
主
催
に
よ
る
講
演
会

を
行
い
ま
す
。
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
親

業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
講
師
か
ら
、
安
心
し
た
関
係
性
を

も
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

知
立
市
文
化
会
館　

花
し
ょ

う
ぶ
ホ
ー
ル

▼
内
容　
「
心
で
聴
こ
う
子
ど
も
の
言
葉
、

心
で
観
よ
う
子
ど
も
の
姿
～
豊
か
な
人
間

関
係
を
築
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
」

▼
講
師　

中
本
久
美
氏

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
合
せ　

知
立
東
小
学
校　

担
当　

正

木
（
☎
（81）
３
６
９
４
）

▼
訓
練
コ
ー
ス　

普
通
旋
盤
加
工
技
術

▼
と
き
（
各
回
と
も
初
日
は
午
前
９
時
10

分
～
午
後
４
時
30
分
、
２
日
目
は
午
前
９

時
10
分
～
午
後
３
時
40
分
）

第
１
回　

９
月
20
日
㈫
・
21
日
㈬

第
２
回　

９
月
27
日
㈫
・
28
日
㈬

第
３
回　

10
月
４
日
㈫
・
５
日
㈬

※�

６
日
間
全
日
を
受
講
し
て
い
た
だ
け
る

人
の
み
参
加
可
能
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

愛
知
県
立
岡
崎
高
等
技
術
専

門
校

▼
対
象　

普
通
旋
盤
作
業
に
従
事
し
て
お

り
、
国
家
技
能
検
定
機
械
加
工
職
種
普
通

旋
盤
作
業
１
級
合
格
を
目
指
し
て
い
る
人

▼
訓
練
内
容　

普
通
旋
盤
に
よ
る
ね
じ
切

り
作
業
、ロ
ー
レ
ッ
ト
加
工
、偏
心
作
業
、

テ
ー
パ
加
工
等
の
加
工
技
能
を
習
得
す
る

実
習
お
よ
び
各
種
測
定
を
通
し
て
、
国
家

技
能
検
定
１
級
課
題
の
加
工
の
ポ
イ
ン
ト

や
コ
ツ
を
習
得
し
ま
す
。

▼
受
講
料　

６
千
900
円

▼
定
員　

５
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
、結
果
を
通
知
し
ま
す
。）

▼
持
ち
物　

作
業
服
（
長
袖
）、作
業
帽
、

安
全
靴
、
保
護
メ
ガ
ネ
、
筆
記
用
具
、
弁

当▼
申
込
み　

８
月
30
日
㈫
ま
で
に
メ
ー
ル

で
講
座
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
企
業
名
、
旋
盤
従
事
年
数
、
技
能

検
定
普
通
旋
盤
作
業
合
格
級
を
記
入
し
、

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校
（
〒
444
―
０�

８
０
２　

岡
崎
市
美
合
町
平
端
24
番
地　

Ｅ
メ
ー
ルokazaki-senm

onko@
pref.

aichi.lg.jp

）
へ
。

　

法
務
局
お
よ
び
市
民
課
で
は
、
日
本
国

民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
、
戸
籍
に
記

載
さ
れ
る
た
め
の
手
続
き
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

　

事
情
が
あ
っ
て
お
子
さ
ん
の
出
生
届
を

出
し
て
い
な
い
、
お
子
さ
ん
を
別
れ
た
夫

で
は
な
く
母
親
で
あ
る
自
分
の
戸
籍
に
記

載
し
た
い
な
ど
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
事
情
は
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

　

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
と
る
こ
と
が
最

善
な
の
か
、
あ
な
た
の
事
情
を
お
伺
い
し

て
、
法
務
局
ま
た
は
市
民
課
の
担
当
職
員

が
、
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。（
相

談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

▼
相
談
窓
口　

名
古
屋
法
務
局
刈
谷
支
局

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
ま
た
は
市
民
課
戸

籍
係　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

障
害
者
手
当
の
所
得
状
況
届
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係（

☎
（95）
０
１
１
８
）

障
害
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

（
在
職
者
対
象
訓
練
）

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
０
５
３
３
（93）
２
１
０
２
）

父
母
と
教
師
の
学
習
会

学
校
教
育
課�

学
校
教
育
係

（
☎
（95）
０
１
３
６
）

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
度
愛
知
県
モ
ノ
づ
く

り
人
材
育
成
塾　

受
講
者
募
集

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

在
職
者
訓
練
担
当

（
☎
０
５
６
４
（51）
０
７
７
５
）

無
戸
籍
で
お
困
り
の
人
は

法
務
局
ま
た
は
市
民
課
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

名
古
屋
法
務
局
刈
谷
支
局

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
☎
（21）
０
０
８
６
）

市
民
課�

戸
籍
係　
　
（
☎
（95）
０
１
２
４
）
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